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例 会 発 表 要 旨 第148回1996.7.27. 『デザイン理論』35/1996

ミン トン社 の 系 譜 に み る デ ザ イ ン展 開

一 ヴ ィク トリア ン ・タイル を中心 に

吉村典子/京 都工芸織維大学大学院博士後期課程

はじめに

19世紀 を中心 としたイギ リス ㌔デザインを

実際的な状況から明 らかにするために,こ れ

までこの時代のタイル(総 称 してヴィク トリ

アン ・タイルと呼ぶ)を 対象に,需 要と供給

の両サイ ドから調査を進めてきた。 とりわけ

近年は,製 造業者側の活動に視点を置いてい

る。今回の発表では,そ の中で も当時の代表

的製造業者の一つであるミン トン社 を取 り上

げ,そ の発生 と展開を示す ことにした。同時

に,デ ザイン史において商業主義的なものと

して扱われることの多い19世 紀の製造業者の

活動を再検討 してみることにした。その際,

ミン トン社の活動内容を示す1つ の試みとし

て,後 継者の在任期 ごとに,そ の内容を考察

することにした。彼 らは,後 継者 としての地

位 にあるだけではな く,そ れぞれの活動の中

に特色ある内容をもち,そ こに在任期の時代

的特徴 もみることができるからである。

1ミ ン トン社の系譜 とその主な活動

1793年 に創立 した ミン トン社 は,19世 紀後

半から様々 な組織 に枝分かれしてい くが,そ

の中で も今回対象としたのは,創 始者 トーマ

ス ・ミン トンからの事業を継承する系譜,即

ち,ハ ーバー ト・ミン トン,コ リン 。キャン

ベル ・ミントン,そ して,ジ ョン ・キャンベ

ルへ と続 く系譜である。それぞれの在任期 と

活動内容は以下の通 りであ.る。創始者の トー

マス(1793-1836)は,彫 版師出身 とい うこ

ともあり,装 飾表現には常 にこだわ りを示し

ながら生産 の合理化をはか り,原 料入手から

販売に至 るまでのシステムを形成 している。

2代 目ハーバー ト(1836-1858)は,特 に古

美術品の美を新 しい技術で再現することに力

を注ぎ,さ らにその技法 を使 った独 自の製品

づ くりを試 みている。タイルはその1つ であ

り,彼 の代からはじめた事業 である。3代 目

コリン(1859-1885)は,製 品のデザ イン面

に力点をおいた人物である。前衛的デザイナ

ー との提携 ,技 術力のある外国人の雇用,そ

して,芸 術陶器部門を開設している。4代 目

(厳密には5代 目)の ジョン(1900-1934)は,

専属デザイナー,レ オン ・ソロンらによるア

ール ・ヌーヴォー様式の新しいデザインを売

り出し,特 異的な時代 を形成 している。

2ヴ ィク トリアン ・デザイ ンとミン トン社

このように,在 任期 ごとに特徴 ある活動が

みられ,さ らにその在任期間 は,19世 紀デザ

インの変化の波 とほぼ一致 していることに気

づく。在任期ごとの活動内容 と19世紀を中心

としたデザインの変遷を比較するために,各

在任期の内容 と,ミ ン トン社以外の例 も含め

た当時の全体的なタイル ・デザインの変遷を

重ね合わせてみることにした。現存する作例

や,代 表的タイル製造業者の商品カタログを

基本資料 とし,そ のデザインの変遷 を調べて

みると,大 きく3つ の時期 に分けることが可

能であった。 この3つ の時期が,ミ ントン社

の後継者のそれぞれの在任期 とほぼ一致 して

いるのである。 タイル ・デザインにお ける

1840年 代か ら50年代(第1期)は 過去の文様

に倣 ったデザインを主 とした時代で,ミ ン ト

ン社の系譜においては,ハ ーバー トの在任期

にあた る。続 く1860年 代か ら80年 代(第2
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期)は,最 も多種多様な文様表現がみられ,

コリンの在任期 とほぼ一致 している。そして,

1890年 代 か ら1910年 代(第3期)は,ア ー

ル ・ヌーヴォー様式の植物文様が主流にな り,

ジ ョンの時代 と重なっている。時代的一致 は

偶然の こととしても,こ の時代区分を一つの

目安 としてそれぞれの内容をみてみると,全

体的なタイル ・デザインの特徴 に災ミン トン

社の活動がかなり重 要な位置で関わっている

ことが指摘で きる。例 えば,第1期 において,

歴史的遺物 となった中世タイルの再現を早い

時期から取 り組んでいたのがハーバー トであ

り,第2期 では,多 様な文様表現をもた らす

要因でもあった芸術陶器部門を他のどの製陶

業者 よりも早 く開設 したのが ミン トン社であ

った。そして,第3期 においては,イ ギ リス

において早い時期か らアール ・ヌーヴォー様

式のデザインを手掛けている。 こうした点 は,

タイル ・デザインの変遷だけではな く,19世

紀 を中心 とした全般的なデザインの変遷に置

き換 えても,ミ ン トン社の先導性,重 要性 を

みることができる。タイル ・デザインの変遷

における第1期 は他の状況をみても,歴 史主

義的装飾思考が主流であった。 ミン トン社 は

そ うした欲求に対 して,新 技術で過去の表現

を忠実 に再現 している。第2期 は,様 々なデ

ザインにおいて唯美主義が高揚 したが,そ の

代表例で もあるゴドウィンの 『芸術家具』が

公表 されたのが1877年(一 部71年),ド レッ

サーの美術家具商連盟が設立 されたのが1880

年である。 ミントン社の芸術陶器部門は1871'

年に設立 されていることから,唯 美主義の全

体的な動 きの中で も早い時期か ら活動してい

たと言える。第3期 に見 られるイギリスにお

けるアール ・ヌーヴォー様式の表現 も,ミ ン

トン社 の デザ イナー たちの作 品が,雑 誌

TheStudioに おいて,そ の創刊年から取 り

上 げられている。 このように,タ イルを対象

にした製品を通 してみて も,ま た,当 時の全

般的なデザインの流れにおいても,ミ ントン

社の活動は,先 導的な部分をもっていること

が指摘できる。

3ヴ ィク トリアン ・タイルの中での ミン ト

ン社の位置

では,タ イルにおけるミン トン社の特質は

何であろうか。他社 との比較において観察で

きる特質 として,よ りタイルの装飾性が追求

されている点があげられる。タイルの表面の

文様 デザインのために雇用 したデザイナーの

数 も他社 に勝 り,実 際的な製品においても,

より細やかで,手 の込んだ表現がみ られる。

また,そ の使用場所 においては,室 内の装飾

材 としてデザインされているものが主流であ

る。一枚 ないし数枚で構成 される緻密な文様

表現 をもつ ものが多 く,用 途 は,家 具 ・暖炉

用が中心である。ヴィク トリアン ・タイルは,

タイルの機能の中で も装飾性の豊かさと,用

途の広が り,と りわけ,室 内の装飾材 として

の積極的な導入が特徴である。 ミン トン社の

製品にみられる特性は,い わばヴィク トリア

ン・・タイルの本質的な部分 と言える。

おわ りに

これ まで19世 紀を中心 とした製造業者のデ

ザイン活動 は,当 時の著名デザイナーの活動

に倣 って,あ るいは,そ れを商業主義的に展

開した もの として取 り上 げられる傾向にあっ

た。 しかし,以 上のような点を考 えると,ミ

ン トン社の例は,19世 紀 の全体的なデザイン

の流れにおいても,か な り重要な部分でその

特徴形成 に関わっていると言える。また,考

察対象 としたタイルにおいて も,ヴ ィク トリ

アン ・タイルの,最 もヴィク トリアン ・タイ

ル的特性が ミントン社を通 して形成されてい

る'と言えるのである。
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